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３．盛岡市の現状及び課題                    

（１）自転車利用状況                                                      

① 通勤・通学者の自転車保有状況 

平成 18年の調査結果では, 通勤者のうち，自分専用の自転車があると答えた人の割

合は約 47.9％，家族共用の自転車があると答えた人の割合をあわせると約 74.6％とな

っています。また，通学者を見ると特に高校生においては，自分専用の自転車があると

答えた人の割合は約 91.6％，家族共用の自転車があると答えた人の割合をあわせると

約 94.2％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   また, 平成 30年度に実施した, 盛岡市の中心部に通勤している方を対象としたアン

ケート調査では, 自分専用の自転車があると回答した人が 65％, 家族共有の自転車が

あると回答した人が 27％, 自転車を持っていないと回答した人が８％という結果が得

られています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

盛岡市の中心部に通勤している人の自転車保有状況（平成 30 年度） 

出典：公共交通軸の充実・強化戦略に係るアンケート調査 

出典：平成 18年盛岡市交通行動調査 

通勤者自転車所有状況 

 

通学者自転車所有状況 

 
：個人所有 ：家族共有 ：所有なし 
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② 盛岡市内の防犯登録台数 

   盛岡市における防犯登録台数は以下のとおりで, 近年は１万３千台程度で推移して

います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

防犯登録台数の推移 

出典：岩手県警察本部提供データを基に作成 
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③ 目的別代表交通手段分担率 

平成 27年度に実施された全国都市交通特性調査の結果によると, 盛岡市（平日）に

おける目的別代表交通手段分担率の推移は,通学目的では徒歩に次いで約 30％で推移

しています。ただし, 全体としては自動車分担率が依然として高く, 特に通勤・業務

目的においては自動車の占める割合が非常に高くなっているほか, 近年は私事目的で

の自動車分担率が高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

帰宅 

自転車通学 

凡 例 

：鉄道 

：バス 

：自動車 

：自動二輪車 

：自転車 

：徒歩・その他 

通学 

業務 私事 

目的別代表交通手段分担率の推移(平日) 

 出典：「全国都市交通特性調査（国土交通省）」を基に作成 

通勤 

自動車通勤 
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平成 27年度目的別代表交通手段分担率（平日） 

 

：鉄道 ：バス ：自動車 

：鉄道 

：自動二輪車 

：バス 

：自転車 

：自動車 

：徒歩・その他 

出典：「平成 27年全国都市交通特性調査（国土交通省）」を基に作成 

：自動二輪車 ：自転車 ：徒歩・その他 

出典：「平成 27年全国都市交通特性調査（国土交通省）」を基に作成 

平成 27年度目的別代表交通手段分担率（休日） 
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   また, 同調査における盛岡市の平日の自転車分担率は, 調査対象の 70都市のうち,

第 14位となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※なお, 盛岡市・岩手県では, 

職員の自転車利用を促進して 

いくため, 業務中の移動利用 

できる公用自転車を各庁舎内 

に配備しています。 

 

 

 

 

  

自転車交通分担率（％）（平日） 

 出典：「平成 27年全国都市交通特性調査（国土交通省）」を基に作成 

盛岡市庁舎配備の公用自転車 
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参考Ⅰ：盛岡市における二酸化炭素排出量                      

2014年の盛岡市内の温室効果ガス排出量は, 1990年度比で約 36％増加しており, 運

輸部門の排出量も増加しています。また,盛岡市における運輸部門の排出量の比率（2013

年度）は全国平均に比べて大きく, 自動車から自転車への転換を図ることで排出量の

削減につながると考えられます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

盛岡市における部門別二酸化炭素排出量の推移 

出典：「盛岡市地温暖化対策実行計画（区域施策編）」を基に作成 

1,596 

2,164 

全国と盛岡市における二酸化炭素排出量の部門別割合（2013 年度） 

出典：「盛岡市地温暖化対策実行計画（区域施策編）」を基に作成 

全国 盛岡市 
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※各部門の定義 

 

・エネルギー転換部門 

  発電所や石油製品製造業等における自家消費分及び送配電ロス等に伴う排出。 

 

・産業部門 

製造業（工場）、農林水産業、鉱業、建設業におけるエネルギー消費に伴う排出。  

 

・民生部門 

民生家庭部門：家庭における電気、ガス、石油系燃料等、燃料の燃焼（消費）に伴っ

て排出される温室効果ガス。 

民生業務部門：給湯、厨房、暖房、冷房、動力、照明に必要な電気、ガス、石油燃 

料等、燃料の燃焼（消費）に伴って排出される温室効果ガス。 

 

 ・運輸部門 

自動車、船舶、航空機、鉄道におけるエネルギー消費に伴う排出。 

自動車は、自家用のものも含む。 

  

・工業プロセス部門 

   セメント製造工程における石灰石の焼成による排出等、工業材料の化学変化に伴う

排出。 

 

・廃棄物部門 

廃棄物焼却場における化石燃料由来のプラスチック、廃油の焼却等に伴う排出。 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

出典：環境省ホームページ 
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参考Ⅱ：混雑度                                  

    

盛岡市内の道路における混雑度の平均値は徐々に減少していますが, 道路交通セン 

サスの全国平均と比較すると高くなっており, 自転車の活用の推進により自動車から

自転車への転換が図られることで渋滞緩和につながると考えられます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※混雑度の定義 

 混雑度‥「自動車通行可能な最大量」に対する「実際の通行量」の比の概念 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：「道路の交通容量」（日本道路協会）を基に作成 

 

混雑度の推移 

出典：「平成 27 年度全国道路・街路交通情勢調査（国土交通省）」,  

「断面交通量情報（日本道路交通情報センター）」を基に作成 

：盛岡

市 

：全国平均 

混雑度

1.0未満

1.0～1.25

1.25～1.75

1.75以上

交通情況の推定

渋滞やそれに伴う極端な遅れはほとんど

ない。

何時間も混雑するという可能性は非常に

小さい。

ピーク時のみの混雑から日中の連続的混

雑への過度状態と考えられる。

慢性的混雑状態を呈する。
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通勤目的自転車流動 

④ 自転車の流動方向 

 

 通勤時における自転車利用の 

流動をみると，各居住地と中心 

市街地との流動が多くなってい 

ます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 通学時における自転車利用の 

流動をみると，黒石野・上田間 

においては流動が多く見られま 

すが，その他の区間においては， 

多方面に分散しており，主だっ 

た流動は見られません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

通学目的自転車流動 

出典：平成 18 年盛岡市街路交通調査 
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⑤ 時間帯別目的別自転車利用状況 

      

時間帯別目的別自転車利用状況をみると，7時から 9時までの時間帯が，一番数が

多くなっており，その目的は通勤通学がほとんどを占めています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：平成 18 年盛岡市街路交通調査 

時間帯別目的別自転車利用数 
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⑥ 鉄道駅別通勤通学端末交通手段 

   通勤通学目的における鉄道駅降車後の交通手段をみると，通学においては自転車を

利用している人が多くなっていますが, 通勤については通学ほど利用されていませ

ん。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  出典：平成 18年盛岡市街路交通調査 

鉄道駅別通勤端末交通手段構成比 

鉄道駅別通学端末交通手段構成比 

（トリップ/日） 
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⑦ 駅駐輪場利用者数 

盛岡市内の駅駐輪場利用者数の推移をみると, 岩手飯岡駅の利用者が最も多く, 次

いで仙北町駅が多くなっています。また, 利用者数の合計は平成 19年をピークに減少

傾向にあります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

盛岡駅周辺駐輪場についてみると, 東口駐輪場の利用者数に大きな変化はみられ

ませんが,西口駐輪場では, 有料化（平成 22年）に伴う利用者数の減少がみられます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  
 盛岡駅周辺自転車駐輪場利用者数（年間） 

 各駅駐輪場利用者数（年間） 

（台） 
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⑧ 中心市街地における歩行者・自転車通行量 

     中心市街地における歩行者自転車通行量は年々減少傾向にあり, 平成 29年度には前

年調査を約 4,000 人下回る結果となりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※中心市街地とは 

 行政機能，経済機能，観光機能など多くの面におい

て地域を牽引する役目を担うとともに，「まちの顔」

として都市の特色ある個性を内外に情報発信する役

目を担う地域であり，市民が「都心」や｢中心市街地｣

という言葉で容易にイメージできることを重視した

区域。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

中心市街地の歩行者・自転車通行量（13地点） 

出典：中心市街地活性化つながるまちづくりプラン 

 

 中心市街地の区域図 

出典：中心市街地活性化つながるまちづくりプラン 



33 

 

参考Ⅲ：年間観光客入込数                                  

近年の盛岡市における観光客入込数（延べ人数）は, おおよそ 400 万人程度で推移して

います。観光客の方々が盛岡市を訪れた際にも気軽に自転車を利用できる移動環境を整備

することで,市内の町の様子に触れる機会が増え,観光客数の増加につなげることができる

と考えます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

年間観光客入込数の推移 

出典：「盛岡市統計書（平成 30年度版）」を基に作成 
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（２）自転車利用環境                          

① 自転車走行空間の整備状況 

平成 27年度策定の「盛岡市自転車ネットワーク計画」において, 今後 10年間で自転

車走行空間を優先的に整備していく第一段階整備箇所 18.9 ㎞のうち,約 25％にあたる

4.8km（令和元年度末）が整備済であり, 今後も整備を進めていく必要があります。 

また, 整備箇所の歩道に「自転車通行可」の規制がかけられている区間があり, 走行

空間の整備に合わせて, 規制の在り方について検討していく必要があります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 自転車走行空間整備状況（令和元年度末） 

整備区間の規制標識 

（盛岡市高松） 
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② 駐輪の満足度 

   中心市街地における駐輪の満足度は, 「満足」または「やや満足」と答えた人が 41％, 

「不満」または「やや不満」と答えた人の割合は 47％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

参考Ⅳ：盛岡駅周辺の駐輪場                              

（１）盛岡市営盛岡駅前自転車駐車場 

〇利用料金：100円（24時間につき１回）  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

中心市街地における駐輪の満足度（平成 30年度） 

出典：「歩いて楽しむ中心市街地形成戦略に係るアンケート調査」を基に作成 

※「わからない」を除いて集計 

駐車券の種類 一般 生徒

１ヵ月定期 2,000円 1,500円

２ヵ月定期 3,800円 2,800円

３ヵ月定期 5,700円 4,200円

回数券 1,000円 1,000円

盛岡駅前自転車駐輪場 駐輪場位置図 

（国土地理院地図を編集して作成） 

 

盛岡駅 

 

盛岡駅前駐輪場 

 

〇受付時間：(6:00～21:00) 

12/30は 17:00閉場、 

12/31～1/3は休業 

 

〇収容台数：742 台 

 

 
※最初の 2時間以内の利用は無料 

 

 

41％ 47％ 

※中心市街地の歩行者を対象

としてアンケートを実施 
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（２）盛岡市営盛岡駅西口自転車等駐車場 

〇利用料金 

・自転車 100円（24時間につき 1回） 

・バイク 150円（24時間につき 1回） 

 

〇受付時間：24時間営業 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※回数券はいずれの駐輪場も 11回分です。 

 

 

  

盛岡駅西口自転車等駐輪場 
駐輪場位置図 

（国土地理院地図を編集して作成） 

 

盛岡駅 

 

西口駐輪場 

 

〇収容台数 

自転車（マリオス側）：549 台 

  原付自転車（アイーナ側）：100台 

  自動二輪車（アイーナ側）：36台 

 

 

自転車利用料金（自転車） 

 

 

駐車券の種類

１ヵ月定期

２ヵ月定期

３ヵ月定期

回数券

一般・学生

3,000円

5,700円

8,600円

1,500円

自転車利用料金（バイク） 
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③ 自転車の利用快適度 

 盛岡市まちづくりアンケートにおいて, 自転車で快適に移動できると答えた人 

の割合は, 平成 27年度から増加傾向にあり, 令和元年度で 35.0％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

④ レンタサイクル（シェアサイクル）の認知度 

   盛岡市の中心部に通勤している方を対象としたアンケート調査（平成 30年度）では, 

レンタサイクル（シェアサイクル）の貸出場所を知らない, または事業内容を知らない

と回答した人の合計は約 60％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

出典：「盛岡市まちづくり評価アンケート」を基に作成 

出典：「公共交通軸の充実・強化戦略に係るアンケート調査」を基に作成 

 自転車で快適に移動できると思う人の割合 

(％) 

盛岡市の中心部に通勤している人の 

レンタサイクル（シェアサイクル）認知度 

約 60％ 



38 

 

（３）自転車関連の交通事故の状況                          

① 自転車が関連する交通事故件数 

盛岡市内で平成 21 年～令和元年の午前 7～9 時に発生した自転車関連事故発生件数

は減少傾向にあります。 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

7～9時の自転車関連事故発生件数の推移（H21～R1） 

出典：岩手県警察本部提供データを基に作成 



39 

 

② 盛岡市の自転車事故の内容 

盛岡市内で平成 21 年～令和元年の午前 7～9 時に発生した自転車事故発生状況を集

計すると下記のとおりとなります。(岩手県警察より聞き取り調査を実施) 

事故相手の 90%以上を自動車が占めており, 事故類型は出会い頭が全体の約 60%を占

めています。また, 事故が発生した道路形状については約 65%が交差点となっておりま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

7～9時の自転車関連事故発生件数の内容（H21～R1） 

出典：岩手県警察本部交通部提供データを基に作成 

全件数：420 件 

90％以上 

約 60％ 

約 65％ 
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事故直前の自転車走行状況（平成 21～25年）をみると，車道左側通行の基本ルール

を守って走行していた人が 30％弱，基本ルールを守っていない人が 60％強となって

います。また，基本ルールを守っていない自転車の事故状況をみると，基本ルールを

守っていた自転車と比べ，路外施設進入進出時の事故が多くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※自転車事故の事例 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：岩手県警察本部交通部提供データを基に作成 

（車道順走） 

（歩道走行, 車道逆走） 

出典：自転車利用に関するアンケート（岩手河川国道事務所, 盛岡市） 
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（４）自転車の利用マナー                        

① 自転車の走行状況 

 自転車走行空間の整備済路線において自転車の走行状況を調査した結果, 年を重ね

るごとに正しい走行方法である車道順走の割合が増加し, 歩道走行や逆走の割合は減

少しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

② 中心市街地における自転車の走行マナーの満足度 

   中心市街地における自転車の走行マナーについてアンケート調査を実施したところ, 

「満足」または「やや満足」と答えた人が 40％, 「不満」または「やや不満」と答えた

人が 46％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

自転車の走行状況（平成 27年～29年） 

中心市街地における自転車の走行マナーの満足度（平成 30年度） 

出典：「歩いて楽しむ中心市街地形成戦略に係るアンケート調査」を基に作成 

※「わからない」を除いて集

計 

(台) 

74％ 

79％ 

82％ 

11％ 10％ 5％ 

6％ 10％ 5％ 

5％ 9％ 4％ 

40％ 

46％ 

※中心市街地の歩行者を対象

としてアンケートを実施 
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③ 放置自転車の状況 

歩道上等に駐輪している放置自転車の状況は減少傾向であり, 令和２年度はピーク

時の２割程度まで減少しています。また，地域別にみると, 大通地区が多い傾向にあり

ます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

④ 徒歩で快適に移動できると思う人の割合 

    市民の生活実感や市政に対する満足度などを把握する街づくりアンケートのうち,

徒歩で快適に移動できると思う人の割合は, 過去 10 年間で８％程度上昇しています。 

 

 

 

      

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  放置自転車の状況（休日） 

徒歩で快適に移動できると思う人の割合 

           
出典：「盛岡市まちづくり評価アンケート」を基に作成 

（台） 

（％） 
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（５）これまでの自転車関連の取り組み                                 

① 自転車の利用環境整備に関する取り組み 

ア 自転車通行環境整備モデル地区（盛岡駅西口地区） 

平成 19年度に国土交通省と警察庁が合同で募集した，今後の自転車通行環境整備

のモデルとなる地区に，盛岡駅西口地区が選ばれ，道路状況に応じた自転車走行空間

の整備や交通指導強化を行いました。 

 

実施主体：岩手河川国道事務所，岩手県，岩手県警察署及び盛岡市 
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イ 自転車利用促進社会実験 

盛岡市では，自転車走行空間の整備手法の検討や整備効果を把握するために，平

成 20年度に社会実験を実施しています。 

市の中心部において，既設道路の路肩部分をカラー化し，自転車が走行する場所

の視認性を高めることにより，自転車及びその他の交通の安全性の向上効果を検討

しました。 

 

実験の視点 

車道における自転車の走行環境の改善により，車道走行への誘導を目的とする。 

・路肩のカラー化による視認性の向上 

・矢印とマークによる自転車走行位置と走行方向の明確化 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

東大通り整備状況 

整備前 整備後 

社会実験実施箇所 
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路肩のカラー化の効果を把握するため，整備前後において自転車等の走行位置の調

査を実施しています。 

調査結果をみると，路肩のカラー化により，歩道を走行する自転車は，減少してい

ます。また，路肩を走行する自動車も減少しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

路肩のカラー化により，自転車の走行位置については一定の効果がみられました

が，自転車の走行方向については，右側通行（逆走）が増加し，今後の課題が浮き彫

りになりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

整備前後の自転車走行位置の変化 

整備前後の自動車等の走行位置の変化 

自転車の逆走状況 
整備前後の右側通行(逆走)台数の変化 

（逆走） 
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 ウ 平成 26年度大通り整備 

平成 20年度の社会実験では，路肩のカラー化により，自転車の車道通行に一定

の効果がありましたが，自転車の通行方向の誘導が課題となりました。 

そこで，大通りにおいて矢羽の形状による自転車走行空間の整備を行い，その効

果を検証しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

社会実験前から平成 26年度整備後の調査結果をみると，徐々に車道順走の割

合が増えています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

大通り整備状況 

社会実験後 平成 26年度整備後 
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また，逆走の違反率をみると，社会実験・整備ごとに減少しており，その都度効果

が得られています。 
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 エ 盛岡市道路の構造の一般的技術的基準を定める条例の制定 

盛岡市では，道路法第 30条の改正に伴い，盛岡市道路の構造の一般的技術的基

準を定める条例を平成 24年に制定しています。この条例の中で，自転車走行空間

整備計画において検討された自転車走行空間の整備基準を独自基準として設けてい

ます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 独自基準のイメージ 

 独自基準の内容 
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    また,令和元年度には道路構造令（昭和 45年政令第 320号）の改正に伴い, 盛岡

市道路の構造の一般的技術的基準を定める条例を改正し, 車道に自転車通行帯を設

けるとともに，自転車道を設けるべき道路の要件を加えています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

条例改正のイメージ 
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オ 放置自転車禁止区域の設置と放置自転車の撤去 

盛岡市は，自転車等駐車場が整備されている地域内の公共の場所で自転車および

原動機付自転車の放置により良好な生活環境が著しく阻害されると認めたものを自

転車等放置禁止区域として指定し, 放置自転車対策に取り組んでいます。  

    

 

 

  

 

                 盛岡市自転車条例（抜粋） 
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             自転車等放置禁止・放置規制区域 

 

 

 

前述の区域内における放置自転車の撤去台数は近年減少傾向にあります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  放置禁止・放置規制区域における撤去台数の推移（年間） 
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② 自転車の安全利用・利用促進に関する取り組み 

 ア 自転車利用マナー講話の実施 

    自転車を利用する機会が多い高校生・専門学校生を対象として, 正しい自転車の

交通ルールや利用マナーについて講話を行っています。なお, 平成 29年度は市内

の高校, 平成 30年度からは高校・専門学校にアンケートを取り,要望があった学校

について講話を行っています。 

   

 

 

 

 

 

 

〇講話の内容 

 ・自転車事故の事例紹介 

 ・自転車保険の紹介 

 ・自転車の通行ルール・利用マナーについて 

 ・盛岡市の自転車事故データの紹介 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 令和元年度 令和２年度

実施学校数 １校 ２校 ７校 １３校 ９校 ３校

対象生徒数 ※ ※ 約2,900人 約5,500人 約3,200人 約600人

これまでの講演実績 

（令和２年度は新型コロナウイルスの影響で実施回数が減少） 

自転車利用マナー講話の様子 

※は人数を把握していない 
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 イ 自転車の安全利用に関するポスター等の作成 

    自転車利用が多い高校生・学生を対象に, 自転車マナー向上とルールの周知を行

うことを目的としたポスター及びチラシを作成しました。作成に当たっては, 高校

生が警察から自転車事故の状況を聞く機会を設けることやデザインの作成等に直接

携わることで, 自転車の安全利用の啓発効果も狙っています。なお, 作成したポス

ター・チラシは公共施設や学校等に掲示・配布しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

ポスターデザイン 

専門学校生による取り組み 

デザインコンペ 

高校生による選考 

掲  示 

自転車利用の多い専門

学校の学生が直接作成

に携ることにより，自転

車の安全利用促進の啓

発効果もねらった。 

自転車利用の多い高校

生が自ら選考し,メッセ

ージを寄せることによ

り，自転車の安全利用の

啓発効果もねらった。 

高等学校及び市内各所

に掲示することで，高校

生及び市民に対し，自転

車マナーとルールを広

くアピールする。 

安全利用に関するポスター 

出典：盛岡市資料 

作成までの流れ 
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ウ 健康増進に関するＰＲ活動 

市職員希望者を対象に, 通勤時等の自転車利用と栄養指導を実施し, 健康面での

メリットを実感してもらうことで，継続的な自転車利用につなげることを目的とし

ています。また, 指導内容や経過，自動車利用と比較した CO2排出量の削減量を市

民にホームページ等を通じ情報発信することにより，自転車利用促進と健康増進を

ＰＲしました。 

 

実施期間：平成 20年 6月下旬から同年 10月末日 

 

実施内容：市職員全員を対象に被験者を応募し，実施期間中，自転車で通勤して

もらう。期間中は，定期的に測定を行い，保健師及び栄養士が支援・

指導を行った。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ＰＲ活動のチラシ 

出典：盛岡市資料 
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エ もりおか自転車マップの作成（平成 21年度） 

自転車走行環境の現状を把握するとともに，自転車走行空間が整備されるまでの

間，自転車利用者に現状の走行環境を自転車マップとして情報提供することによ

り，自転車走行の利便性・安全性の向上を図り，自転車利用促進を図りました。ま

た, 本マップは，自転車利用者の視点で作成するため，NPO（盛岡自転車会議）に

委託して作成しました。NPOを活用することにより，この自転車マップが市民レベ

ルで情報発信される効果も狙っています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

もりおか自転車マップ（盛岡自転車会議編集） 

出典：盛岡市資料 
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オ レンタサイクル事業の支援 

    民間企業が実施するレンタサイクル事業の支援を行い，通勤時の自転車利用を促

進し，渋滞緩和や CO2削減を図ります。なお, 市はレンタサイクル事業の実施にあ

たり，放置自転車の無償譲与等の支援を行っています。 

当該レンタサイクルの年間利用台数は近年増加傾向にありますが, 令和元年度時

点の一日平均利用台数は, 設置台数の約半分である 9.6人となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

参考Ⅴ：民間事業者で実施しているレンタサイクル事業                

（１） 盛岡市営盛岡駅前自転車駐車場 

〇事業者：株式会社ＦＰホームサービス（盛岡市営盛岡駅前自転車駐車場指定管理者） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ＰＲチラシ 

 

レンタサイクル利用台数（年間） 

駐輪場位置図 

（国土地理院地図を編集して作成） 

 

盛岡駅 

 

盛岡駅前自転車駐輪場入口 

 

〇利用料金 

 

・１日１日 200円 

 ・回数券（６枚綴） 1,000円 

 

〇営業時間‥6:00～20:30 

※12/30は 17:00閉場, 12/31～1/3は休業 

 〇レンタサイクル設置台数‥ 20台 

※ 
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（２） IGR いわて銀河鉄道駅 

 

〇事業者：IGR いわて銀河鉄道株式会社   

 

〇利用料金 

 シングル ペア 

１日（１回） ３００円 ５００円 

以降１日毎の追加料金 ＋２００円/日 ＋２００円/日 

乗り捨て料金 １台３００円 ※渋民～好摩間相互に限る 

※最長３日間（２泊３日）まで延長貸出可能。 

 

〇実施駅・貸出時間（令和２年４月１日～12月６日） 

実施駅 台数 貸出時間 

厨川駅 ３台 ８：００～１７：００ 

滝沢駅 ３台 ８：００～１７：００ 

渋民駅 ５台 ８：００～１７：００ 

好摩駅 ２台 ８：００～１７：００ 

一戸駅 ２台 ８：００～１８：４０ 

二戸駅 ４台 ８：００～１８：４０ 

金田一温泉駅 ３台 ８：００～１７：００ 

※記載した情報は令和２年度実施の内容であるため, 最新の情報は各駅に確認して下さ

い。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  厨川駅レンタサイクル 
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（６）現状整理                              

自転車関連の現状及びこれまでの取組みについて整理しました。 

 

 項 目 現 状 

 

 

 

自転車 

利用状況 

 

・ 通勤者の約 75％，通学者の約 90％以上の世帯で所有している。 

・ 自転車分担率を目的別にみると通学時が最も高く, 28％を占めている。 

・ ７～９時の自転車利用数が多く, そのほとんどは通勤通学である。 

・ 通勤通学時間帯に自転車交通量の多いゾーンがある。 

・ 盛岡駅における鉄道降車後の移動手段の割合は, 通学目的では自転車がよく利用

されているが, 通勤目的ではほとんど利用されていない。 

・ レンタサイクル利用台数は近年増加傾向であるが, 一日平均 10 台に満たない。 

 

 

自転車 

利用環境 

 

・ 自転車ネットワーク計画における第一段階整備箇所は約 25％が整備済である。 

・ 自転車で快適に移動できると思う人の割合は, 平成 27 年度以降は増加傾向にあ

る。 

・ 市中心部における駐輪の満足度が低い。 

・ 自転車走行空間が整備された区間に「自転車通行可」の標識がある。 

 

 

 

自転車事故 

の状況 

 

・ 過去 10 年間の７～９時に発生した自転車関連事故件数は減少傾向にある。 

・ 事故相手の 90％が自動車であり, 事故発生箇所は交差点が全体の 66％, 単路部で

33％を占める。 

・ 出会い頭の事故が最も多く, 次いで左折時, 右折時が多い。 

 

 

自転車利用

のマナー 

 

・ 近年は走行空間整備区間における車道順走の割合は増加し, 歩道走行, 逆走は減

少傾向にある。 

・ 徒歩で快適に移動できると思う人の割合は近年微増傾向にある。 

・ 放置自転車台数は年々減少し, 令和２年はピーク時の２割程度まで減少している

が, 未だに台数は多い。 

 

 

自転車関連

の取り組み 

 

・ 交通安全教室, 自転車利用マナー講話等の安全教育を実施している。 

・ もりおか自転車マップを過去に作成している。 

・ 自転車利用促進に関するチラシ等を過去に作成している。 

・ 過去に自転車走行空間整備に関する社会実験を実施している。 

 

 

交通環境 

観光 

環境保全 

 

・ 一人あたりの二酸化炭素排出量を部門別にみると, 運輸部門が占める割合は全国

と比較して高い。 

・ 平日の通勤時及び休日の自動車分担率が高い。 

・ 市内の混雑度は近年減少傾向にあるが, 全国平均と比較すると高い。 

・ 中心市街地における歩行者・自転車通行量は近年減少傾向である。 

・ 年間観光客入込数は近年増加傾向である。 

 

 

  

各項目の現状 
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（７）課題抽出                              

次に, 盛岡市の現状や自転車施策の方針, 自転車活用推進計画の基本的な考え方を踏ま

え, 課題を以下のとおり抽出しました。 

 

課題１：自転車走行空間等の利用環境整備の促進                   

 ○自転車利用者が安全で快適に走行・駐輪できるよう, 自転車走行空間や駐輪場（スペ

ース）の整備を推進していく必要がある。 

 

 課題２：関係機関と連携した効果的な交通安全啓発の実施               

  ○自転車が車両として守るべきルールやマナーについて, 関係機関と連携しながら幅 

広い年代に対して安全啓発活動を実施することで, 自転車・自動車・歩行者それぞ 

れの交通安全意識の醸成を図る必要がある。 

 

 課題３：自転車を利用する動機づけ                          

  ○自転車が身近な交通手段としてくらしの中に定着することを目指し, 自転車の特

性・長所を改めて周知しながら, 自転車を利用するきっかけを生み出すことが求め

られる。 

 

 課題４：多様な自転車利用を推進するための環境づくり                

  ○通勤・観光時の回遊・健康づくり, ツーリング等, 多様な自転車利用を推進するた

め, 関係機関と連携した環境づくりを実施する必要がある。 

 

   

 

 

  


